
 

 

 
 

香港事態に関する祈りと願い 
 
 
 
 去る 6 月 9 日に、香港の地において、100 万人を超える人々が「逃犯条例」（犯罪人引渡条例）

改正問題をめぐり、大規模なデモを起こしたことを、報道を通して聞き及んでいます。 
 この問題について、香港キリスト教協議会の議長、エリック・S.Y.ソ牧師（博士）は、12 日に

声明文を発表いたしました。ソ議長は、その中で、 
 
１ 香港行政長官と立法府議長が、プロテスタント教会とカトリック教会の代表らと、事態がさ

らに統制不能な混乱に陥る前に協議すること、 
２ 条例改正がこのまま通過すれば、さらなる混乱と分裂を深めることを憂慮し、この問題の取

り扱いの保留を、香港政府に求めること、 
３ デモ隊に対して、その地域の聖職者たちが牧会的なケアーに取り組むこと 
 
以上の三点が述べられています。 
 
日本キリスト教協議会(NCCJ)の総幹事と、NCCJ 東アジアの和解と平和委員会委員長は、ソ議長

の声明文の趣旨を全面的に支持し、事態がこれ以上、混乱と被害を生むことなく、平和的に解決

の道へと導かれていくことを、心から主イエス・キリストの名によってお祈りいたします。 
 
 

 
 

2019 年 6 月 17 日 
 

日本キリスト教協議会(NCCJ) 
総幹事 金 性済 

 
NCCJ 東アジアの和解と平和委員会 

委員長 飯塚 拓也 


